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委員会情報 
  
膵癌取扱い規約検討委員会 委員長 藤井 努 

膵癌取扱い規約第8版が昨年に英語論文化されております。 
本規約の国際化のためにも、多くの引用をお願い申し上げます！ 
J Hepatobiliary Pancreat Sci. 2024 Nov;31(11):755-768. 
https://doi.org/10.1002/jhbp.12056  
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リレーエッセイ 
  
膵臓と私：ドカタから夢の世界へ 

医療法人財団全仁会 東都春日部病院 病院長

東都大学臨床教授，山形大学名誉教授

日本膵臓学会 名誉会員

日本消化器外科学会 名誉会長

東京大学大腸肛門・血管外科（旧第一外科系）同窓会 監事

東京大学肝胆膵・移植外科（旧第二外科系）同窓会 顧問

木村 理（きむら わたる）

 

一心不乱に膵臓の剖検病理に向かっていた時期がある。1984年から1998年、足掛け１５年である。そ

のうち1984年から1987年の３年５ヶ月は東京都老人綜合研究所臨床病理学部で常勤研究員として働き、

その後は東大病院およびその関連病院で外科医をやりながら勤務時間外の夜や週末，外勤日などを利用

して研究所に通っていた。ドイツ留学期間の２年４ヶ月だけは抜けているのは言うまでもない。  
私が研究した剖検番号は４３６７番から７７００番台あたりまでであった。私の膵の小嚢胞に関する論文

は多数あるが、その研究材料は、５mmおきに膵臓をカットし、少しでも正常と違う肉眼病変を自ら取り出し

て作り上げた、これらの剖検例の組織標本によるものである（図１）。この間は毎日夜の１２時すぎてまで真

剣に、体力の限界まで組織標本を見続けた。1987年に当時の東大医第一外科の医局長から「木村君もそ

ろそろ外科の臨床に戻ってきたらどうか」と言うお言葉に従ったのも、もしこのまま病理プレパラートを見続

けていたら、常人の域を超えて「こっちの世界」から「あっちの世界」に行ってしまって戻ってこられない可能

性があると思ったからである。それほどHE標本の世界は美しく、ずっと観察していると細胞や組織が私に

語りかけてくるようだった・・・無限の世界がそこには広がっていた。  
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３０００例の剖検膵から頭体尾部３切片をルチーンに取り出すだけでなく、肉眼的に観察される小嚢胞や

拡張膵管の周辺ではできるだけ広く組織標本を作って観察した。これほど多数の標本を作成し得たのは、

一緒に働いてくれた臨床検査技師の荻隆男氏の献身的な協力があったからに他ならない。研究所に就職

した後、私は何度か荻氏を食事に誘い、やりたいことを語りかけ、協力を仰いだ。私の強烈な熱意にほださ

れたか、一度オーケーをいただくとあとは一心不乱に標本作成を続けてくれた。「木村先生の心意気、意気

込みを理解した、感銘した！ただし、標本作成が大量なのでパラフィン包埋と台付けは先生，自分でやって

ください」とのことであった。そのため私の研究生活の日曜日はほとんど全て、５mmの厚さで取り出したホ

ルマリン漬け膵臓切片のパラフィン包埋とバーナーを使った台付け、に費やされた。自分の研究のためと

はいえ、外科医を目指していた自分の時間の使い方としてこれでいいのか、と言う、泣きたい気持ちも何度

も出た。疲れ切って、やっと休める日曜日の午前中、NHKの将棋の時間が始まるころに、文京区の自宅か

ら白山通りを下って板橋区大山にある老人総合研究所まで行くのが肉体的にも精神的にもきついのであ

る。運転中、胃がえぐられるような気もした。東大の他科の有名な講師の先生には「木村君の研究は土方

仕事だね（頭ではなく、主に身体を使ってやっているということ）」と、いい意味で愛情を込めて？言われた

ほどである。しかしその悲哀は、研究成果が次第に押し流してくれるようになっていった。つまり、老人研に

いって初めの半年は何も生まれなかったが、このような生活を重ねることによって、論文にしたいと思う所

見・現象が次々に眼の前に現れるようになったのである。そしてそれを具現化することによってあらゆる苦

労は吹き飛んでいった。  
東京大学第一外科膵グループの黒田慧先生、跡見裕先生、和田祥之先生はじめ先輩の先生方には大

変お世話になりました。永井秀雄先生には、老人総合研究所の行き初めに「５mm刻みで膵臓の割面を肉

眼観察するといいよ」とアドヴァイスいただいたことを心から感謝しております。先生の御研究では小さな

PDAC（通常型膵癌）を１０００例中５例見つけたとお聞きした。しかし私の４３６７番からのシリーズでは思う

ように見つからなかったのである。先が見えなくなり追い込まれたところで、高齢者に多発する小囊胞の異

型上皮を見ていくことを決心した。図のように全ての論文の標本は自ら作り上げた標本の中から生まれた

（図のY-Number、全て自ら作成した標本から見出された）。異型度分類は胃がん取扱規約の病理所見に

沿った５分類とし、それまでの膵管上皮異型度分類（小塚ら、和田ら）の６分類とは別物とした。より国際

的・普遍的になりやすいと思ったからである。  
また偶然見つかるが頻度の高い微小膵内分泌腫瘍のなど色々な病変についてさらに研究を広げたの

である。外見で何の病変もない高齢者の膵臓を60例５mm幅で全割し（１例で３０−４０切片、計約２,０００枚

の標本になる）、それらを全てHE標本にして調べた。ランゲルハンス島の腫瘍および過形成標本はさらに

インスリンやグルカゴン、ソマトスタチンなどの免疫組織科学的染色を施し、研究した。膵内分泌腫瘍は60
例中６例、１０％と高率に認められた（Dig Dis Sci,1991）．  

何もない高齢者の剖検膵の扉を、根性で泣きながら開いていった。すると、何もないはずの高齢者剖検

膵は実は宝の山であったのだ。「木村は無から有を生じる男」と周囲の病理医や研究者たちから言われる

ようになった。まさに“窮鼠猫を嚙む”といった心境であった。  
膵嚢胞に関する多くの論文の他、膵胆道系でさまざまな結果を出せた。  
一見何もなさそうなところにこそ宝はある。人間、窮地に追い込まれた時こそチャンスである。ぜひ若い

人は心して研究に取り組んでほしい。  
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Kimura W. How many millimeters do atypical epithelia of the pancreas spread intraductally before 
beginning to infiltrate? Hepato-Gastroenterology. 2003;50(54):2218-2224  
  

評議員 自己プロフィール紹介 
  

イムス札幌消化器中央総合病院 消化器病センター  丹野 誠志 

 
私は1990年旭川医科大学卒業後、第三内科に入局し、研修を経て病理学講座に所属、そこでマウス肝

発癌の研究に携わり、発癌メカニズムの複雑さと奥深さに魅せられました。この経験は、後の私の胆膵領

域研究の礎となりました。 
 その後、旭川医科大学第三内科胆膵グループに所属し、臨床と研究の両面で研鑽を積み、特に真口宏

介先生のご指導の下、ERCP、EUS、画像診断に携わり、胆膵疾患診断と内視鏡技術の奥深さに触れ、高

度な知識・技術の習得につなげることができました。また、故小原剛先生のご指導の下、膵胆管合流異常

と胆道癌、膵管内乳頭粘液性腫瘍の癌化と併存癌などの研究に取り組むとともに、米国フォックスチェイス

癌センターへの留学を経て、膵癌治療に関わるシグナル伝達経路に関する研究にも従事いたしました。 
 2010年よりイムス札幌消化器中央総合病院に勤務し、消化器診療体制の充実と病院の発展に尽力する

とともに、全国的な認知度向上を目指して活動しております。 
 膵臓学会は、先生方との貴重な交流、最新の知見の共有、活発な議論の場として、私にとって大変意義

深いものです。今後も積極的に学会活動に参加し、皆様と共に発展に貢献したいと考えております。今後と

もご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。  


